
予
算
化
は

自
治
体
の
判
断

全
国
学
童
保
育
部
会
は
６

月
２
１
日
、
こ
ど
も
家
庭
庁

と
の
交
渉
を
行
い
、
「
常
勤

職
員
配
置
の
改
善
」
が
現
場

の
指
導
員
に
行
き
渡
る
よ
う

に
訴
え
ま
し
た
。

愛
知
県
内
（
５
４
自
治
体
）

で
の
「
常
勤
職
員
配
置
の
改

善
」
を
今
年
度
で
予
算
化
し

て
い
る
自
治
体
は
６
か
所
、

「
当
面
予
定
は
な
い
」
と
い

う
自
治
体
は
４
０
か
所
に
も

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
実
態

を
紹
介
。

「
補
助
基
本
額
を
予
算
化
し

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

得
る
の
か
」
と
質
問
。

家
庭
庁
は
「
実
施
主
体
は
自

治
体
な
の
で
、
活
用
す
る
か

は
自
治
体
の
判
断
に
な
る
」

と
回
答
。

「
国
は
、
質
の
底
上
げ
や
指

導
員
の
待
遇
改
善
を
狙
い
に

し
て
予
算
化
し
た
は
ず
。
今

回
の
増
額
の
狙
い
と
積
極
的

な
活
用
を
各
自
治
体
に
再
度

通
知
す
べ
き
だ
」
と
要
請
し

ま
し
た
。

子
ど
も
の
姿

置
き
去
り

ま
た
、
待
機
児
童
対
策
と

し
て
出
さ
れ
て
い
る
「
放
課

後
児
童
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の

タ
イ
ム
シ
ェ
ア
や
既
存
施
設

の
徹
底
活
用
、
「
適
切
な
利

用
調
整
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
」

と
い
う
の
は
、
子
ど
も
の
姿

を
想
像
せ
ず
に
考
え
た
も
の

だ
と
批
判
。

あ
る
自
治
体
の
事
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。

「
民
間
企
業
が
実
施
す
る
あ

る
ク
ラ
ブ
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
複
数
の
小

学
校
に
お
迎
え
。

そ
の
間
、
子
ど

も
は
乗
り
っ
ぱ

な
し
。
よ
う
や

く
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、
一
息
つ

い
た
と
思
っ
た

ら
、
保
護
者
が

迎
え
に
来
る
時

間
。
子
ど
も
は
バ
ス
に
乗
っ

て
い
る
だ
け
。
子
ど
も
が
住

む
学
区
、
地
域
に
学
童
保
育

所
を
設
置
し
て
い
く
計
画
こ

そ
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
ど
も
家
庭
庁

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

1
回
目
の
交
付
申
請
の
受
付

が
８
月
ご
ろ
、
ま
た
11
月
に

は
変
更
申
請
の
受
付
だ
そ
う

で
す
。

各
自
治
体
に
「
常
勤
職
員

配
置
の
改
善
」
の
予
算
化
を

あ
き
ら
め
ず
に
要
請
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（

事
務
局
長

田
村
一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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緩い基準で補助金を増やせば、民間企業が喜

ぶだけだ、とも指摘しました。

「学童保育所を児童福祉施設に

位置付けることを求める要請署

名」2088筆を提出する松崎副部

会長。

要請書を手渡す立嶋部会長。

ようこそ、建交労へ

愛知学童保育支部は、6月20日に「新組合員

歓迎会」を開催しました。当日は、約40人が参

加し、食事や分会対抗ゲーム大会などで、楽しみ

ました。




